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[内科診察より]

・鳥谷部　国光様～下肢の浮腫見られてきているため、利尿剤処方となっています。

　　　　　　　　　トイレ回数や体重の変化に気をつけて行きましょう。

· 田端　玲子様・清川　トミ様・柴田　トク子様～排便無いとのことでシンラック液処方となっています。

· 吉田　寿雄様・松浦　佐恵子様～ノボリン注射無くなった為処方となっています。

＜連絡事項＞

· 長坂　才次郎様～明日14：00頃に岸原病院の再受診があります。

· 前野　好三様～1階の入浴メンバーになっていますが、本人より1階のフロは遠くて

２階の風呂に入りたいとの要望があったため本日から２階のフロメンバーとしています。

· 大久保　まつゑ様～現在トイレ誘導メンバーになっていますが、日中･夜間共に自らト

　　　　　　　　　　　イレへ行かれ排尿する事出来ています。今後見守りメンバーとしトイレ終了後パットが便器の中に入っていないか確認していきましょう.

・五十嵐　タイ様～編み物をやりたいということで、空いた時間に希望があれば行わせてください。

· 昨日のカンファレンスで行動制限に関する勉強会を行いましたので各自で確認して下さい。

· 山下　さき様～ご本人様の希望あり、編み物して頂いています。プログラム以外の空い　　

ている時間を利用して促していきましょう。

· 3月の生活機能回復訓練プログラムの担当者は各自作成お願いします。

Ａ・Ｂユニット：荒木田さん・杉澤さん

Ｃ・Ｄユニット：及川さん・上口さん

＜グループワーク＞

患者様の暴力・興奮時の対応

一般的な患者様への対応として

1 やり合わず、まずこちらから謝る

2 危険を感じたら別室へ避難

3 花瓶、置時計などは片付ける

4 お菓子などで気分転換を図る

現在の患者様で暴力行為や興奮が見られる患者様

· 田村　耕一様（夕食後の服薬に対し興奮行動見られる）

· 長根　矢一様（他者に対しての暴力行為見られる）

· 柴田　トク子様（一時的に興奮・怒り口調見られる）

対応として

長根　矢一様

· 以前トラブルとなった方から離す。

· 食べ物についての話をする

· 静かな環境の提供

柴田　トク子様

・一時的に興奮された場合は、違う話題に切り替える。

田村　耕一様

· 易怒的となった場合は、スタッフの方から謝罪する。

また、患者様同士トラブルとならないように観察し、トラブルとなりやすい患者様同士距離を置いて頂く。

＜褥瘡の評価・検討＞

· 橋本　万様

先月、血液検査（褥瘡セット）実施していますが、異常値はありませんでした。創部の悪化も見られず、改善傾向です。今後もケアの継続していきましょう。

· 長根　實様

先月、褥瘡発生しています。創部は黒色壊死組織みられていましたが、その後、毎日の足浴とラップ療法にて、感染する事なく、自然に壊死組織が乾燥して破けています。現在は、発赤程度です。今後もケア継続し、また、オムツ交換時の体位変換を実施し、新たな褥瘡予防に努めていきましょう。

· 永洞　恭子様

創部改善傾向で、肉芽のもりあがりみられています。大きさも小さくなっている様子です。血液検査（褥瘡セット）の異常値ありません。

· 奥利　うめ様

12月褥瘡治癒していますが、その後褥瘡の再発生ありません。1月の血液検査データ（褥瘡セット）は殆ど異常値です。現在栄養管理室より、栄養補助食品をサンプルで頂いているので、奥利様へ試食して頂いてみてください。また、体重のほうも減少傾向です。

· 北山　和子様

創部悪化、精神症状の悪化はみられず、トイレは誘導にて失禁ありません。這って歩くこと多く、歩行困難さみられています。できるだけ移動時は、歩行するよう促していきましょう。







































































































